
日本シニアテニス連盟東海地区岐阜県部会 規約

第１章 総則

（名称）

第１条 当部会は、特定非営利活動法人日本シニアテニス連盟（以下「連盟」という。）の組織で

あり、東海地区に属し岐阜県部会（以下「当部会」という。）と称し、連盟規約に基づき

運営する。

（構成）

第２条 当部会は、連盟の設立趣旨、目的に賛同し、連盟へ入会金を納入した者で、岐阜県内に居

住する者、及び本県を主登録又は副登録する者により組織する。

２ 当部会の所在地は、部会長宅とする。

第２章 会員

（入会）

第３条 当部会への入会は、入会年度末に女性５０歳以上、男性６０歳以上のテニス愛好家とする。

２ 入会の申込みは、当部会経由または個人で連盟の会長あてに会員入会申込書を提出するもの

とする。併せて別条の入会金及び年会費の払い込みをもって入会の申込みは完了する。また、

会員は当部会が定める年会費を払い込むことで、当部会及び連盟が主催し提供する各種大会や

イベントに参加することができる。

(入会金及び年会費)

第３条の２ 連盟入会金及び年会費は、次に掲げる額とする。

(1) 入会金 ５，０００円

(2) 年会費 １，０００円（連盟年会費５００円＋当部会年会費５００円）

(3) 当年１２月３１日現在において、満９０歳以上の会員については、年会費を免除する。

(複数府県、地区への入会)

第３条の３ 会員は、希望すれば複数府県、地区へ所属することができる。その場合は主たる所属

府県地区を決めて、主所属へは所定の年会費を払い込み、副所属へは連盟年会費を除いた額を払

い込むものとする。活動の参加は主たる地区、府県を所属とする。

２ 副登録者（岐阜県部会が主たる所属でない会員）は、県代表として東海大会などに参加できな

い。

（休会）

第３条の４ 会員は、休会届を当部会経由または個人で連盟の会長に届け出て、任意に休会するこ

とができる。２年目以降休会の場合は、毎年１０月末日までに届け出をする。

２ 休会期間中の年会費は免除する。但し、連盟からの機関紙及び当部会大会要項は送付されない。

（退会）

第３条の５ 会員は、退会届を当部会経由または個人で連盟の会長に届け出て、任意に退会するこ



とができる。

２ 会員が、各号の一に該当する場合は、退会したものとみなす。

(1) 死亡したとき。

(2) 無届で年会費を１年以上滞納したとき。

（復会）

第３条の６ 退会した会員の復会は、新規入会の手続きによるか、または年会費振込先へ連盟復会

金（退会年数×５００円）を納入することで復会することができる。退会者からの復会は、速や

かに連盟の会長に報告する。

第３章 役員

（種類及び定数）

第４条 当部会に次の役員を置く

⑴ 部会長 １名

⑵ 副部会長 １～２名

⑶ 理事 事務局長、会計、その他３名ほど

⑷ 監事 １名

⑸ 顧問 １～２名位

⑹ 地区担当 県内４地区（岐阜地区 西濃地区 中濃地区 東濃地区）各男女 1名

（職務）

第５条 部会長は、当部会を代表し、会務を統括する。

２ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長が欠けたとき又は部会長に事故があるときは、部会長の

職務を行う。

３ 事務局長は、部会長の指示に従い、部会の庶務事務、会員名簿の管理を行う。

４ 会計は、部会の会計事務を処理し、経費の支出管理を行う。

５ 理事は、理事会を構成し、部会の業務を執行する。

６ 監事は、当部会の会計を監査する。

７ 地区担当は、地区の代表として、練習会の開催、会員の会費納入の促進など、各地区の運営を

統括する。また、部会行事の開催に協力する。

８ 部会長は、必要に応じて会員の中から若干名選任し、部会の業務運営に当たらせることがで

きる。

（選出）

第６条 役員の選出は次による。

⑴ 部会長は、当部会員の中から理事会において選出する。

⑵ 副部会長は、部会長の指名、又は理事会において選出する。

⑶ 監事は、部会長が役員以外の会員から指名し、理事会において選出する。

⑷ その他役員は、理事会において選出する。

（任期等）

第７条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。



２ 任期の始期は、原則として１月１日からとする。ただし、理事会の承認を得たときはこの限り

でない。

３ 任期満了によって退任する役員は、新たに選任された役員が就任するまで引き続きその職務を

行う。

（報酬等）

第８条 役員は、すべて名誉職とし、無給とする。

第４章 会議

（理事会）

第 9条 当部会に、最高決議機関として理事会を置く。

２ 理事会は、部会長、副部会長、事務局長、会計、及び理事をもって構成し、定期会議及び臨時

会議を行う。

３ 定期会議は、毎年一回 10月下旬又は 11月上旬に開催する。臨時会議は、必要がある場合に、

随時これを開くことができる。

４ 理事会は、部会長が招集し、部会長が議長となり議事の進行を掌る。

５ 理事会は次の事項を審議し、議決する。

(1) 本年度事業報告及び次年度事業計画

(2) 本年度収支決算報告及び次年度収支予算

(3) 部会役員の選出、退任

(4) 部会規約の改正、廃止等

(5) その他必要事項

６ 理事会決議事項は、理事会が施行する。

（役員会）

第 10条 役員会は、定期会議とし、１月に開催する。

２ 役員会は、部会長が招集し、部会長が議長となり議事の進行を掌る。

３ 役員会では、部会の事業報告、決算、事業計画、予算の報告を行う。また、決算の承認を行う。

４ 役員会では、部会の事業運営につき、意見交換を行う。

（ドロー会議）

第 11条 部会長、副部会長、事務局長、会計により、ドロー会議を開催し、大会ドローを決定す

る。

第 5章 事業

（事業の開催等）

第 12条 当部会は、その目的達成のため、次の事業を行う。

(1) 部会テニス大会の実施（原則として年４回、春季大会 夏季大会 秋季大会、交流ミックス



大会）

(2) 県内４地区にて、月１回練習会を開催

(3) 他県部会との交流試合・交流会の開催

(4) 連盟及び東海地区が行う各種大会、行事への協力

(5) 事業年度は、会計年度に準ずる。

第６章 会計

（会計年度・決算）

第 13条 当部会の会計は次による。

(1) 会計年度は毎年１月１日に始まり、１２月３１日に終わる。

(2) 当部会の経費には、会員から納入された会費、部会テニス大会の参加料をもってこれに充当

する。

(3) 当部会の資産は部会長が管理する。

(4) 毎会計年度の決算は、監事の会計監査を受け、役員会での承認を受けなければならない。

第７章 その他

（雑則）

第 14条 本規約及び本規約に定められてない事項について疑義が生じたときは、連盟の定款また

は会員規約及び運用規約を基に理事会において解決するものとする。

（附則）

この規約は、平成 27年 1月 1日から施行する（会の設立は、平成 11年 1月 1日）。

（附則）

この規約は、令和 5年 7月 29日から施行する。

（附則）

この規約は、令和 5年 11月 4日から施行する。

（附則）

この規約は、令和 6年 11月 11日から施行する。


